　　　　研修出張様式４

研修報告書

	所　　属　　　青山荘　　　　　　職　種　社会復帰指導員　　　　氏　名　木村　春子

	期　　間　　平成22年　3月30日　～　平成22年　3月　31日

	出張目的　　ゴジカラ村視察研修

	出 張 先　　愛知県名古屋市長久手町

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【所感・考察】

今回の視察研修は愛知県は名古屋市長久手町の、事前にインターネット等で情報集めはしていた。村の名前は「ゴジカラ村」という名前で「5時から男のグロンサン」とサラリーマンはよく言っていたものだが、午後5時まで上司に怒られる。5時以降はどんなことでもいいわけ。だから、そんな所に住みたいという願いから命名された。という話。初日は移動のみで、八戸から東京駅そして愛知県名古屋市へとおよそ5時間の道のりだった。
翌日は地下鉄を利用して、駅からタクシーでおよそ１０分で現地に到着。初めに着いたのは特別養護老人ホーム「愛知たいようの社」。初めの印象は汚くはないが、煩雑としている。だが、生活臭のある空間だなあという印象。今回案内をして頂いたのは、ゴジカラ村の吉田代表とは昔からのお知り合いという村井氏。ボランティアとして活動しており、年間1000人以上の見学者が来るというお話には驚いた。村井氏からゴジカラ村のこれまでの経緯を聞いたが、吉田代表の一途な想いを伺う事ができた。

混ざって暮らすという事がいかに大事か。確かに戦後日本の高度成長は目覚ましいものがあったように想像できる。だが、生活という視点に目を置いてみると、置き去りにしてきたものがあるようにも思える。最近の邦画を見てもそうだ。「オールウェイズ～三丁目の夕日」を筆頭に「古き良き日本の原風景」を懐かしむ世代と、現代のスピードに追い付いていけない若者が羨む時代背景に人気が高いと思える。

このゴジカラ村はお世辞にも綺麗な所ではなかったが、汚くはない、なんとも言えない心地よさがあるように私は思えた。吉田代表の話す「時間に追われる国の人」と「時間に追われない国の人」。今回の研修を通して、かならずしもどちらが良いとは言えないし、むしろ「良い悪い」で簡単に片づけれるものではないと感じた。ただ、言えるのは自分に当てはめてみると、自分は「時間に追われたくない国の人」のようだ。。介護の現場で働いていると、利用者さん（特に認知症の方）との波長が妙に合う時があった。自分が対応することによって、笑顔を取り戻す利用者さんがいた事も事実あった。そのヒントはこの「時間に追われない国」の中にあると私は思う。私は、これからも「時間に追われる国」にいながら、いつでも「時間に追われない国」へのパスポートを持ち続けたいと思った。これからの、介護人材の育成や新人の教育の中で、介護の知識・技術を教えるだけでなく、専門の職業人としての資質を育てる事ができるよう私自身の物の見方や、捉えかたを常に見直し成長することが、今後、私のしていく事であり、よりたくさんの若いスタッフさんと共に勉強していきたいと改めて考えさせられる研修であった。
【研修要旨】

特別養護老人ホーム「愛知たいようの杜」見学

概要

社会福祉法人　愛知たいようの社　ゴジカラ村

	法人施設

在宅介護支援センター、居宅介護支援事業所、地域包括支援センター、特別養護老人ホーム、ショートステイ、デイサービス、センター愛知たいようの社、グループホーム嬉楽家、グループホームよりみち、ケアハウスゴジカラ村、デイサービスセンターゴジカラ村、訪問看護ステーションふれあい、ヘルパーステーションひだまり、他世代交流住宅・ぼちぼち長屋、デイサービスセンター平庵、デイサービスやさしいところ、たいよう幼稚園、もりのようちえん、託児所・コロポックル、愛知総合看護福祉専門学校、ゴジカラ村役場株式会社、小規模特養「だいたい村」

	利用者人数

特別養護老人ホーム８０人、ショートステイ２５人、デイサービスセンター７５人（3か所合計）、グループホーム（2か所合計）１７名、ケアハウス５０人等

	職員

約１８０人（介護職員１１０人、生活相談員１２人、看護職員２０人、ケアマネージャー１２人、事務職員１８人等）


ボランティアの村井氏より食堂に案内されゴジカラ村理事長吉田一平氏の理念や現在までの事業展開についての経緯を伺う。

村井氏は正規の職員ではないとのことだったが、吉田一平氏との長い付き合いの中でその考えに賛同し、年間１２００人程度の見学者に対して様々なご案内をしているとの事だった。

ゴジカラ村の理念としては「混ざって暮らす事で皆に役割が出来る（立つ瀬がある）。揉めてもいいから、話あってわいわいやりたい」と吉田氏の目指す暮らし（生活）というものを知る事ができた。

　　初めに案内された特別養護老人ホーム「愛知たいようの杜」は８０床でショートステイが２５床だ。廊下が印象的で、緩やかなカーブを描いているのにはそれなりの理由があるようで「わざと管理しにくくして、職員が必ず利用者のお部屋まで本人の顔を見に来れるようにした」との事。職員からは大変だとの声も上がっているようだった。部屋割については、症状別に分けるような事は一切せず気の合う仲間同士で空間作りをしていくそうであった。また、リハビリの訓練についても個人の意志で訓練をしていくというお話を聞いた。建物自体誰でも自由に出入りすることが可能で、実際に説明を受けた場所である食堂もふらっときて食事をしていってもかまわないとのことであった。入所者にも時間で区切った生活をさせるのではないため、10時過ぎから朝ご飯を食べる方もいるなど、様々。毎週日曜日には地域の方からも手伝ってもらい、居酒屋を開いている。もちろん職員との十分な打ち合わせが必要なことであるが、お酒を飲むのが好きな方ならそういう時間を過ごすのも大切なことであるとのこと。

　　「もりのようちえん」との交流について定期的に行っているのかと質問したところ、計画をたててまで交流の機会をもつことはなく、しばらく会っていないなと思う頃に子供たちが遊びにきたり、天気の悪いときは託児所の子供たちが特別養護老人ホーム内を走り回っていることもある。特に定期的な交流を企画しなくても何気に触れあうようになっているとのことであった。

　　次に長屋の説明をしていただいた。2階建てで玄関は一つ。下の階に13名の高齢者（要介護3～5）のかたが入居し、2階には小学生の子供がいる家族が1組、OLが4名各部屋をもって生活している。本来家賃は65,000円であるが、吉田氏の理念に賛同していただいて、行事などに参加することを条件に30,000円の住宅補助を行っている。若い女性が2階でくらし、小学生が朝は「行ってきます」と大きな声で出て行き、帰りは「ただいま」と元気に帰ってくる。こうした暮らしが高齢者にとっては大変楽しい様子であるとのこと。運営は株式会社で行っており、一般のアパートと同じ感覚。混じって暮らすを実現しようと思うと、施設基準等のないかたちでないとうまくいかない。実際特別養護老人ホームの食堂やもりのようちえんも管轄は違えど、最初は市から指導を良く受けていたが、目指すところが市と考え方が違うためぶつかることも多かった。それでも吉田氏の人徳もあってか、県や国も理解を示してくれたため、今のような形で運営できているとのことであった。

　　次に平成23年秋に入居可能となるミクスチャーハウスについての説明があった。ミクスチャーハウスも運営は株式会社になる。多世代が集まり混ざって暮らす住宅の建設を進めているとのこと。お年寄りから赤ちゃんまでがそこで共に暮らし、部屋の間取りやコモンスペースと言われる共有空間に至るまで、住人達で話し合って決めるという。「個人」のプライベートは確保されながらも、住人同士の手の取り合いが出来る、「どこか懐かしいけど新しい」スタイルの暮らしを生み出そうとしていた。もし、高齢になってもそのまま在宅での生活も続けることが出来、必要な介護サービスも受けられるという話だ。吉田氏が夢に描いていた本当にやりたかった事が現実のものとなりそうである。
その後、少し休憩を入れて「愛知たいようの杜」内を「できれば、バラバラになって好きなように散策して下さい」と村井氏に勧められ、各自で施設内を１５分程度見学することが出来た。建物には人工物は入れないという、徹底された考えの為か自然的な優しい木々の香りに癒されながら暮らす高齢者と働くスタッフの自然体を垣間見る事ができた。
「もりのようちえん」見学

　　もともと「もりのようちえん」が最初。一番最初の幼稚園が開園してから、２６年経過している。およそ１９０人程度の３歳から５歳までの子供が縦割りで、自然に触れてひたすら遊ぶだけの幼稚園。

特別なカリキュラムもなく、あっても吉田氏は「とにかく遊ばせてやってくれ。」という話だから、初めは保育士さんも大変苦労をされたようである。「子供は大人に隠れて遊ぶもんだ」という考えからも、建物は至る所に隠れる場所（？）的な建物自体がアスレチックのようなそんな印象だ。

開園当初は一桁だった園児も今や200人を超える勢いの園児が、毎日自由に遊びを楽しんでいるようだ。
しかし、なぜ３歳から５歳までの園児を混ぜる必要があったのだろう。それは、吉田代表の言う言葉では「混ぜることで、立つ瀬ができるから」という事だそうだ。例えば、老人ホームであれば介護する人とされる人、病院であれば看護する人とされる人になりどこにも立つ瀬がなくなる。園児を混ぜると、５歳の子に合わせて教えると３歳の子が着いてこれなくなり、３歳に合わせると今度は５歳が面白くないという事態になってしまう。すると、先生はルールをおおらかにすることで、３歳も４歳も５歳もちょうど良くなり、先生もルールもおおらかだから楽になり、のびのびと遊べると。そういう考えのもとでココはいつも賑やかであった。ただ、その独特な建物の作りから、安全面を考慮した時に、園児が大きな怪我をしないだろうかと心配になるのは親の気持ちではないだろうか。現在までそういった例はないということだが、多少気になった。随所にあるのは、利便性のみを求めた現代に逆行した「古き良き時代」であった。
「古民家」見学
　　ゴジカラ村の敷地内には古い民家が３軒ある。築１５０年以上の古民家を移築して立て直したというまるで、昔の寄り合いのような空間には、数名の若いお母さんとたくさんの子供がいた。一番古い古民家は４００年になるものもあった。くどと呼ばれる窯に薪で火を起こしご飯を炊いたりして、お手伝いをしている子供もいれば、小さな子のお守をしている子もいる。それぞれに役割があり、誰も孤独を感じることのない空間を自然に作り出しているように思えた。一番大きな民家では、海外からの研修生が宿泊場所としても使い、それぞれで布団を敷いて生活を共にしながら、ボランティア活動をしたり、日本の福祉についての勉強をしていくそうだ。

古民家のすぐ横にある、陶器屋さんを覗いてみると、大小様々な陶器が並んで出迎えてくれた。もともと、瀬戸でお土産屋さんをしていた所を、吉田代表に誘われたとの事。理由はというと、また新しい役割とか、色々な事が生まれると思ったからとの事。
「ケアハウスゴジカラ村」見学昼食
　　そろそろ昼食時ということで、ケアハウスへ案内された。ここは、６０歳以上の方で自炊ができる方が５０名程暮らしているとの事。要は、６０歳以上で日常生活（入浴、食事、排泄）を自分で出来る人であれば誰でも入れるというわけだ。もちろん、そこで必要な在宅サービスも利用できるという管理人付きアパートというわけである。時には、自炊したくないという時もあるので、ケアハウスの中に名古屋市内で飲み屋を開いている方を誘致していた。「夕方ちょっと刺身でも」というと、刺身を作ってくれる、飲み屋さんの入ったケアハウスだった。
食堂まで案内されると、入居者さんと職員が入り混じり食事を楽しんでいた。入居者さんの中には、足腰の不自由な方もいて、4ツ角にタイヤの付いたサイドテーブルにそれぞれお盆を載せていた。自由なんだけど、困ったら必ず誰かが助けてくれる。そんな食事風景が当たり前のようにある食堂だった。食事を済ませると、愛知総合看護福祉専門学校（通称もりがく）の校長さんがいらっしゃり、お話を聞くことができた。
「愛知総合看護福祉専門学校」（通称もりのがくえん）

校長の安井さんのお話を伺う事ができた。学科は保健看護学科と介護福祉学科があり、保健看護学科は4年間の修業年数で保健師と看護師の資格が取得可能だ。介護福祉学科は2年間の修業年数で介護福祉士と介護保険事務士の資格が取得可能であった。自然に囲まれたキャンパスで併設の福祉施設や幼稚園で身近に関わる事ができる環境で、卒業後も良く遊びに来る生徒は少なくないとか。
最近の入学生の動向として、新卒の方よりは、ある程度の年齢の方が増えてきているとの話を聞くことができた。学校法人を立ち上げた理由としては、地域の子供や高齢者を支えることはしてきたが、今度はその支える人間を育てていかないと。と感じていたらしい。環境で人は変わるという事を、肌で感じさせてくれるお話を安井校長から伺う事ができた。
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